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緒

言
よ
う
せ
い

よ
う
じ
ょ
う

標
題
の
養
生
は
、
一
般
語
彙
の
養
生
〔C

are
of

health

〕
の
意
の
み
な
ら
ず
、

せ
い
き

養
生
の
概
念
を
も
包
摂
し
た
「
生
気
の
存
養
」
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。

佐
藤
一
斎
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
の
近
世
の
宇
宙
生
成
論
で
は
、
天
地
森

羅
万
象
の
実
在
を
、
普
遍
的
法
則
性
を
意
味
す
る
「
理
」
と
、
存
在
の
根
源
的

因
子
と
し
て
の
「
気
」
と
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
形
而
下
の
「
気
」
は
、
生
成

の
根
本
を
貫
く
形
而
上
の
「
理
」
の
固
有
を
前
提
と
す
る
が
、
存
在
の
質
量
的

要
素
で
あ
る
火
・
木
・
土
・
金
・
水
の
五
行
の
気
と
、
物
の
生
成
と
消
滅
と
を

推
進
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
な
陰
・
陽
二
気
と
で
構
成
さ
れ
る
。

生
気
は
、「
理
」
に
根
ざ
し
て
生
成
さ
れ
た
〝
生
命
〞
を
、
維
持
継
続
す
る

た
め
の
糧
と
し
て
の
「
気
」
を
言
う
。
生
気
の
消
滅
を
も
っ
て
、
人
は
死
に
至

る
。
こ
の
際
に
、
い
わ
ゆ
る
「
霊
魂
不
滅
」
の
立
場
に
立
た
な
い
の
が
、
近
世

儒
学
の
基
本
で
あ
る
。
存
在
を
形
成
し
た
「
気
」
は
、
生
滅
の
「
理
」
に
循
っ

て
天
地
の
間
に
分
散
し
、
生
成
以
前
に
立
ち
帰
る
の
み
で
あ
る
。
精
神
や
心
情

と
い
っ
た
不
可
視
の
実
在
も
、
形
而
下
の
「
気
」
の
働
き
に
依
拠
す
る
以
上
、

質
量
的
な
「
気
」
と
区
別
さ
れ
な
い
。

注
１

よ
う
せ
い

「
言
志
四
録
」
中
で
の
養
生
に
関
す
る
文
言
は
、
一
斎
が
八
十
歳
で
起
稿
し

げ
ん
し
て
つ
ろ
く

た
『
言
志
耋
録
』
に
、
よ
り
頻
繁
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
臨

歿
の
工
夫
」
に
深
く
関
わ
っ
て
、
己
の
一
生
涯
を
顧
み
、
死
生
の
理
を
達
観
し

た
一
斎
の
境
地
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
養
生
に
つ
い
て
は
、
四
十

二
歳
起
稿
の
『
言
志
録
』
以
来
、『
言
志
後
録
』『
言
志
晩
録
』
に
も
、
し
ば
し

（
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よ
う
せ
い

ば
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
通
観
す
る
こ
と
で
、
佐
藤
一
斎
固
有
の
養
生
思

想
を
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

一
、
定
数
論
と
養
生

「
言
志
四
録
」
の
主
要
な
テ
ー
マ
の
う
ち
に
、
定
数
論
と
い
う
べ
き
指
摘
が

あ
る
。
定
数
と
は
、
人
に
は
皆
、
も
っ
て
生
れ
た
「
命
数
」
と
い
う
も
の
が
有

り
、
人
知
人
力
を
超
え
た
如
何
と
も
し
難
い
絶
対
理
か
ら
、
自
己
を
解
き
放
つ

こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
観
念
で
あ
る
。

天
命
の
何
た
る
か
を
体
認
す
る
こ
と
が
、
一
斎
の
哲
学
思
想
の
主
要
綱
目
で

あ
っ
た
こ
と
は
、「
四
録
」
の
劈
頭
で
あ
る
『
言
志
録
』
第
一
條
に
、
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

凡
天
地
�
事
。
古
往
今
來
。
陰
陽
晝
夜
。
日
月
代
明
。
四
時
錯
行
。
其
數
皆

�
定
。
至
於
人
富
貴
貧
賤
。
死
生
壽
殀
。
利
害
榮
辱
。
聚
散
離
合
。
莫
非
一

定
之
數
。
殊
未
之
�
知
耳
。
譬
�
傀
儡
之
戲
。
機
關
已
具
。
而
觀
�
不
知
也
。

世
人
。
不
悟
其
如
此
。
以
爲
己
之
知
力
足
恃
。
而
終
身
役
役
。
東
索
西
求
。

�
勞
以
斃
。
斯
亦
惑
之
甚
。

凡
そ
天
地
の
間
は
、
古
往
今
来
、
陰
陽
昼
夜
、
日
月
代
る
が
は
る
明
か
に
、

た
が
ひ

め
ぐ

四
時
錯
に
行
り
、
其
の
数
、
皆
前
定
す
。
人
の
富
貴
貧
賎
、
死
生
寿
殀
、

利
害
栄
辱
、
聚
散
離
合
に
至
る
ま
で
、
一
定
の
数
非
ざ
る
は
莫
し
。
殊
に

未
だ
之
れ
を
前
知
せ
ざ
る
の
み
。
譬
へ
ば
猶
ほ
傀
儡
の
戯
、
機
関
已
に
具

は
れ
ど
も
、
而
も
観
る
者
の
知
ら
ざ
る
が
ご
と
き
な
り
。
世
人
、
其
の
此

の
如
く
な
る
を
悟
ら
ず
、
以
て
己
の
知
力
恃
む
に
足
る
と
為
し
て
、
終
身

役
役
と
し
て
、
東
に
索
め
西
に
求
め
、
遂
に
悴
労
し
て
斃
る
。
斯
れ
惑
へ

る
の
甚
だ
し
き
な
り
。

（
お
よ
そ
天
地
の
間
の
森
羅
万
象
は
、
往
古
よ
り
未
来
永
劫
に
わ
た
り
、

陰
と
陽
、
昼
と
夜
が
あ
っ
て
、
日
月
が
交
互
に
照
ら
し
、
四
季
が
順
に

訪
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
に
は
、
す
べ
て
事
前
に
す
じ
み
ち
と
い
う
も
の

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
人
の
富
貴
や
貧
賎
、
死
と
生
や
長
寿
と
短
命
と

い
っ
た
こ
と
、
利
害
損
得
や
名
誉
と
不
名
誉
、
物
が
集
合
し
た
り
離
散

し
た
り
す
る
こ
と
に
至
る
ま
で
、
す
で
に
命
数
〔
そ
の
様
に
な
る
べ
き
定

め
、
運
命
〕
と
い
う
も
の
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
は
な
い
。
人
は

た
だ
こ
の
命
数
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
知
ら
な
い
だ
け
な
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、
操
り
人
形
の
か
ら
く
り
芝
居
は
、
そ
の
仕
掛
け
が
す
っ

か
り
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
に
、
観
客
は
、
そ
れ
を
知
ら
ず
に
楽
し
ん

で
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
世
間
の
人
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
悟
ら
ず
、

自
惚
れ
て
、
自
分
の
知
識
や
能
力
を
あ
て
に
な
る
も
の
と
過
度
に
思
い

込
み
、
一
生
せ
っ
せ
と
齷
齪
し
て
、
栄
誉
と
富
を
東
西
に
探
し
求
め
て
、

つ
い
に
は
や
つ
れ
疲
れ
て
行
倒
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
心
得
違
い

の
最
た
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。）

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
定
数
論
か
ら
、
養
生
と
い
う
発
想
は
、
如
何
に

導
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
言
志
耋
録
』
全
三
四
〇
條
中
の
第
三
三
五
條
に
、

次
の
語
が
あ
る
。

人
身
氣
脈
。
與
潮
�
�
。
與
月
盈
縮
。
則
死
生
固
有
定
數
。
但
養
生
以
全
所

享
之
數
。
斯
爲
得
。
長
生
久
�
。
不
足
�
耳
。

と
も

人
身
の
気
脈
は
、
潮
と
与
に
進
退
し
、
月
と
与
に
盈
縮
す
。
則
ち
死
生
は

た
だ

固
よ
り
定
数
有
り
。
但
、
養
生
し
て
以
て
享
く
る
所
の
数
を
全
ふ
す
れ
ば
、

斯
ち
得
た
り
と
為
す
。
長
生
久
視
は
、
道
ふ
に
足
り
ず
。

（
生
身
の
人
の
生
気
血
脈
と
い
う
も
の
は
、
潮
の
干
満
と
と
も
に
進
退
を

く
り
か
え
し
、
月
の
満
ち
欠
け
と
と
も
に
充
実
と
萎
縮
を
か
さ
ね
る
も

の
だ
。
死
生
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
定
め
ら
れ
た
命

（
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数
と
い
う
も
の
が
有
る
。
た
だ
、
養
生
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
享
受
し
た

命
数
を
全
う
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
そ
れ
で
十
分
な
の
で
あ
る
。

不
老
長
生
を
願
い
、
幾
久
し
く
こ
の
世
を
見
つ
め
て
い
た
い
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
、
語
る
に
足
り
ぬ
こ
と
で
あ
る
。）

こ
れ
よ
り
以
下
の
第
三
三
六
條
か
ら
巻
末
第
三
四
〇
條
ま
で
は
、い
わ
ゆ
る「
臨

歿
の
工
夫
」
に
関
す
る
内
容
が
占
め
て
い
る
。
そ
の
第
三
四
〇
條
、「
言
志
四

録
」
の
大
尾
に
一
斎
は
、「
臨
歿
の
工
夫
」
と
し
て
の
養
生
を
説
い
て
筆
を
措

い
て
い
る
。

吾
�
。
父
母
全
而
生
之
。
當
全
而
歸
之
。
臨
歿
時
。
莫
有
他
念
。
唯
謝
君
父

大
恩
而
瞑
。
是
之
謂
全
�
。

吾
が
躯
は
、
父
母
全
ふ
し
て
之
れ
を
生
む
。
当
に
全
ふ
し
て
之
れ
を
帰
す

べ
し
。
臨
歿
の
時
、
他
念
有
る
莫
し
。
唯
、
君
父
の
大
恩
を
謝
し
て
瞑
す

る
の
み
。
是
れ
を
之
れ
終
り
を
全
ふ
す
と
謂
ふ
。

（
吾
が
体
躯
は
、
父
母
が
そ
の
親
か
ら
受
け
た
身
体
髪
膚
を
全
う
し
て
生

ん
だ
も
の
で
あ
る
。だ
か
ら
吾
も
ま
た
親
か
ら
受
け
た
身
を
全
う
し
て
、

生
涯
を
閉
じ
ね
ば
な
ら
な
い
。
死
に
臨
ん
で
、
そ
れ
以
外
に
思
い
め
ぐ

ら
す
こ
と
も
な
い
。
た
だ
、
我
が
身
を
産
み
育
て
て
く
れ
た
君
父
の
大

恩
に
感
謝
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
を
終
り
を
全
う
す
、
と
言
う
の
で

あ
る
。）

『
孝
経
』
開
宗
明
諠
第
一
章
の
「
身
体
髪
膚
、
之
れ
を
父
母
に
受
け
、
敢
へ
て

毀
傷
せ
ざ
る
は
、
孝
の
始
め
な
り
」
そ
の
ま
ま
の
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、『
論

語
』
泰
伯
篇
の
「
曾
子
有
疾
」
を
、
齢
八
十
二
歳
の
一
斎
が
、
実
感
を
込
め
て

語
る
も
の
と
し
て
味
わ
う
べ
き
所
で
あ
ろ
う
。

養
生
が
孝
の
一
斑
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
六
十
七
歳
か
ら
七
十
八
歳
ま
で

の
著
作
で
あ
る
『
言
志
晩
録
』
第
二
七
四
條
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

人
壽
。
自
有
天
分
。
然
又
意
我
�
�
親
之
�
。
我
事
老
親
。
一
以
喜
。
一
以

懼
。
則
我
老
時
亦
當
自
以
喜
懼
。
養
生
之
念
自
此
起
。

人
の
寿
、
自
ら
天
分
有
り
。
然
れ
ど
も
又
意
ふ
、
我
が
躯
は
即
ち
親
の
躯

な
り
。
我
、
老
親
に
事
ふ
る
に
、
一
は
以
て
喜
び
、
一
は
以
て
懼
る
。
則

ち
我
が
老
時
も
亦
当
に
自
ら
以
て
喜
懼
す
べ
し
、
と
。
養
生
の
念
は
此
れ

よ
り
起
る
。

（
人
の
寿
命
に
は
、
も
と
か
ら
天
与
の
分
限
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

私
が
重
ね
て
思
う
に
、
我
が
身
体
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
親
の
身
で
あ

る
。
私
が
老
親
に
孝
養
を
尽
し
た
時
、
一
方
で
長
寿
を
喜
び
、
一
方
で

そ
の
疾
病
な
か
ら
ん
こ
と
を
懼
れ
た
。
そ
し
て
、
自
身
が
老
い
た
時
も

ま
た
、
同
様
に
自
身
を
喜
懼
す
る
に
違
い
な
か
ろ
う
、
と
。
養
生
の
念

と
い
う
も
の
は
、
こ
こ
か
ら
起
る
の
で
あ
る
。）

さ
ら
に
、『
言
志
耋
録
』
第
三
二
四
條
と
第
三
二
九
條
に
は
、
養
生
が
「
孝
」

そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
と
も
す
れ
ば
「
自
私
」
に
流
れ
か
ね
な
い
側
面
を

有
す
る
こ
と
の
指
摘
が
見
え
る
。

親
歿
之
後
。
吾
�
�
親
也
。
我
之
養
生
。
�
是
養
親
之
�
。
不
可
�
做
自
私
。

（
第
三
二
四
條
）

親
、
歿
す
る
の
後
は
、
吾
が
躯
は
即
ち
親
な
り
。
我
れ
の
養
生
は
、
即
ち

是
れ
親
の
遺
を
養
ふ
な
り
。
認
め
て
自
私
と
做
す
べ
か
ら
ず
。

（
親
が
没
し
た
後
の
我
が
身
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
親
の
身
で
あ
る
。
我

が
養
生
は
、
そ
の
ま
ま
親
の
遺
体
を
孝
養
す
る
こ
と
に
な
る
。
決
し
て
、

吾
が
養
生
を
自
分
ひ
と
り
の
こ
と
な
ど
と
、
思
い
な
し
て
は
な
ら
な

い
。）

養
生
一
念
。
出
於
孝
敬
。
固
爲
事
天
之
�
。
常
人
養
生
。
或
是
自
私
。
宜
知

所
擇
。（
第
三
二
九
條
）

（
三
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養
生
の
一
念
、
孝
敬
よ
り
出
づ
る
を
、
固
よ
り
天
に
事
ふ
る
の
道
と
為
す
。

常
人
の
養
生
は
、
或
は
是
れ
自
私
な
れ
ば
、
宜
し
く
択
ぶ
所
を
知
る
べ
し
。

（
養
生
と
い
う
一
念
が
、
孝
と
敬
に
由
来
し
、
孝
・
敬
に
根
ざ
し
た
養
生

の
道
は
、
も
と
よ
り
天
に
事
え
る
手
立
て
に
他
な
ら
な
い
。
常
人
の
養

生
は
、
と
も
す
る
と
私
的
な
行
為
に
終
始
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
何
が

真
の
養
生
か
、
よ
く
よ
く
見
究
め
ね
ば
な
ら
な
い
。）

「
自
私
」
と
対
す
る
の
は
「
事
天
」
で
あ
る
。『
言
志
録
』
第
三
條
に
、「
凡
作

事
。
須
�
有
事
天
之
心
。
不
�
有
示
人
之
念
。（
凡
そ
事
を
作
す
に
、
須
ら
く

天
に
事
へ
る
の
心
有
る
を
要
す
べ
し
。
人
に
示
す
の
心
有
る
を
要
せ
ず
。）」と

あ
り
、「
事
天
」
の
理
念
は
、「
言
志
四
録
」
の
主
要
モ
チ
ー
フ
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
一
斎
は
、
普
遍
・
不
易
の
真
理
に
根
ざ
し
、
天
理
の
公
を
体
し
て
事
を
な

す
、
公
正
無
私
の
立
場
を
「
事
天
」
と
表
現
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
世
間
の

評
判
や
私
的
な
目
的
の
た
め
に
、
自
己
本
位
の
功
利
を
求
め
る
立
場
が
、「
自

私
」
で
あ
る
。

『
言
志
耋
録
』
第
三
三
四
條
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

人
�
。
只
是
誠
敬
而
已
。
生
�
全
生
。
死
乃
安
死
。
自
敬
而
誠
也
。
生
死
天

來
。
順
而
受
之
。
自
誠
而
敬
也
。
至
夫
較
短
長
。
�
苦
樂
。
則
竟
是
男
女
親

族
之
私
�
。
於
死
�
無
此
�
念
耳
。

人
道
は
、
只
だ
是
れ
誠
敬
の
み
。
生
れ
て
既
に
生
を
全
ふ
し
、
死
せ
ば
乃

ち
死
に
安
ん
ず
。
敬
よ
り
し
て
誠
な
る
な
り
。
生
死
は
天
来
、
順
ひ
て
之

れ
を
受
く
。
誠
よ
り
し
て
敬
な
る
な
り
。
夫
の
短
長
を
較
べ
、
苦
楽
を
説

く
に
至
り
て
は
、
則
ち
竟
に
是
れ
男
女
親
族
の
私
情
に
し
て
、
死
者
に
於

て
、
此
の
遺
念
無
き
の
み
。

（
人
た
る
者
の
道
は
、
た
だ
誠
敬
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ
る
。
こ
の
世
に

生
を
受
け
、
既
に
生
を
全
う
し
、
死
に
臨
ん
で
死
に
安
ん
ず
る
。
こ
れ

は
、
持
敬
よ
り
存
誠
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。
生
死
は
天
に
由
来
す
る
。

天
命
に
順
っ
て
之
れ
を
受
け
い
れ
る
。
こ
れ
が
、
存
誠
よ
り
持
敬
を
致

す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
持
敬
と
存
誠
は
表
裏
一
体
、
こ
れ
を
貫
い
て

一
生
涯
を
終
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
死
者
の
享
年
の
長
短
や
、

人
生
の
苦
楽
な
ど
話
題
に
し
、
悔
や
み
ご
と
を
語
る
の
は
、
子
息
子
女
、

親
族
ら
の
私
情
に
過
ぎ
ず
、
既
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
当
人
に
、
か
か
る

遺
念
な
ど
有
り
よ
う
は
ず
も
な
い
。）

注
２

既
に
、
本
紀
要
の
第
三
一
号
に
詳
述
し
た
が
、
語
中
の
「
誠
敬
」
は
、
一
斎
の

哲
学
思
想
の
根
幹
を
な
す
主
要
な
観
念
で
あ
る
。
動
静
に
わ
た
っ
て
、
常
に
精

神
を
収
斂
さ
せ
、
心
を
専
一
に
す
る
こ
と
を
、
持
敬
と
言
う
。
存
誠
は
、
天
地

宇
宙
が
万
物
を
生
み
出
す
心
を
我
が
心
と
し
て
、
天
地
の
理
と
我
が
心
の
理
と

が
、
一
体
化
す
る
こ
と
を
言
う
。

天
来
の
生
死
は
、
命
数
に
よ
っ
て
差
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

長
寿
や
富
貴
、
安
楽
を
他
者
と
の
比
較
で
求
め
る
こ
と
は
、「
自
私
」
に
過
ぎ

な
い
。
養
生
と
は
、
定
数
を
知
ら
ず
に
、
徒
ら
に
不
老
長
生
を
探
究
す
る
こ
と

で
は
な
く
、
長
短
夭
寿
に
関
わ
ら
ず
、
天
来
の
人
生
を
全
う
す
る
た
め
の
工
夫

で
あ
る
。
親
の
遺
体
で
も
あ
る
自
己
の
体
躯
を
健
全
に
保
持
し
、
生
を
全
う
し
、

死
に
安
ん
ず
る
こ
と
に
、
孝
敬
の
意
義
を
お
く
一
斎
は
、
自
己
存
在
の
自
覚
的

認
識
に
つ
い
て
、『
言
志
録
』
第
一
二
二
條
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

有
本
然
之
眞
己
。
有
�
殻
之
假
己
。
須
�
自
�
得
。

本
然
の
真
己
有
り
、
躯
殻
の
仮
己
有
り
。
須
ら
く
認
め
得
ん
こ
と
を
要
す

べ
し
。

（
自
己
に
は
、
本
然
の
性
に
根
ざ
し
た
真
の
自
己
が
有
り
、
身
体
的
表
面

的
な
か
り
そ
め
の
自
己
が
有
る
。
自
己
に
は
両
様
あ
る
こ
と
を
、
し
っ

か
り
と
見
究
め
て
認
識
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。）

（
四
）
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真
己
と
は
、『
孟
子
』
の
四
端
説
や
『
大
学
』
の
三
綱
領
八
條
目
を
ベ
ー
ス
と

す
る
近
世
儒
学
の
性
善
論
に
お
い
て
、
万
人
共
有
の
「
本
然
の
性
」＝

「
天
稟

の
理
性
」
を
内
実
と
す
る
所
の
自
己
実
存
。
仮
己
は
、
気
質
の
稟
に
よ
っ
て
十

人
十
色
の
個
性
を
有
す
る
、
心
情
を
含
め
た
質
量
的
存
在
と
し
て
の
自
己
を
意

味
す
る
。
真
己
と
仮
己
は
不
可
分
に
し
て
、
は
じ
め
て
人
格
を
構
成
し
得
る
。

真
己
は
仮
己
を
器
と
し
て
の
み
発
動
し
、仮
己
は
真
己
無
し
に
人
為
り
得
な
い
、

と
い
う
相
関
包
摂
の
関
係
に
あ
る
。

一
斎
が
養
生
を
説
く
場
合
、
右
の
仮
己
の
範
疇
に
シ
フ
ト
を
置
い
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
こ
に
孝
敬
と
い
う
真
己
に
関
わ
る
綱
目
を
脈
絡

さ
せ
る
こ
と
で
、
個
別
に
見
れ
ば
、
か
な
り
自
私
的
な
営
為
を
、「
事
天
」
の

ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン

工
夫
へ
と
止
揚
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

二
、
躯
殻
の
欲
と
生
気

一
斎
は
、「
言
志
四
録
」
の
中
で
、「
躯
殻
は
是
れ
地
気
の
精
英
。
父
母
に
由

り
て
之
を
聚
む
」（『
言
志
録
』第
九
七
條
）、「
地
気
の
精
英
結
び
て
人
と
為
る
」

（『
言
志
録
』
第
一
九
六
條
）、「
人
は
地
気
の
精
英
た
り
。
地
に
生
れ
て
地
に
死

し
、
畢
竟
地
を
離
る
る
能
は
ず
」（『
言
志
晩
録
』
第
七
七
條
）、「
凡
そ
生
物
は

と

皆
養
に
資
る
。天
生
じ
て
地
之
れ
を
養
ふ
。人
は
則
ち
地
気
の
精
英
な
り
」（『
言

志
晩
録
』
第
二
七
五
條
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
仮
己
の
〝
土
台
〞
で
あ
る
躯
殻

の
淵
源
を
、「
地
気
」
つ
ま
り
、
天
の
気
に
感
応
し
て
、
大
地
が
万
物
を
生
成

す
る
素
因
に
お
き
、
そ
の
精
妙
純
粋
で
卓
抜
の
作
用
が
、
人
の
万
物
の
霊
長
た

る
所
以
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
生
命
の
維
持
継
続
の
糧
で
あ
る
生
気
も
、
地
気

の
聚
合
に
よ
る
。

活
発
発
の
生
気
は
、「
欲
」
を
帥
と
し
て
充
足
さ
れ
る
。『
言
志
録
』
第
一
一

二
條
に
言
う
。

草
木
有
生
氣
。
而
日
暢
茂
。
是
其
欲
也
。
從
其
枝
葉
之
所
長
則
欲
漏
。
故
伐

其
枝
葉
。
則
生
氣
反
於
根
而
幹
乃
大
。
如
人
亦
從
�
殻
之
欲
則
欲
漏
。
欲
漏

則
�
耗
。
不
能
靈
也
。
故
窒
欲
於
外
。
則
生
氣
畜
於
内
而
心
乃
靈
。
身
亦
健

矣
。草

木
生
気
有
り
て
、
日
に
暢
茂
す
。
是
れ
其
の
欲
な
り
。
其
の
枝
葉
の
長

ず
る
所
に
従
へ
ば
、
則
ち
欲
漏
る
。
故
に
其
の
枝
葉
を
伐
れ
ば
、
則
ち
生

気
根
に
反
り
て
、
幹
乃
ち
大
な
り
。
人
の
如
き
も
亦
躯
殻
の
欲
に
従
へ
ば
、

則
ち
欲
漏
る
。
欲
漏
る
れ
ば
則
ち
神
耗
し
、
霊
な
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。

故
に
欲
を
外
に
窒
げ
ば
、
則
ち
生
気
内
に
畜
へ
ら
れ
て
心
乃
ち
霊
に
、
身

も
亦
健
な
り
。

（
草
木
も
生
気
と
い
う
も
の
を
有
し
て
い
る
か
ら
、
日
ご
と
に
伸
長
し
繁

茂
す
る
の
だ
。
こ
の
生
長
が
草
木
の
欲
で
あ
る
。
枝
葉
の
伸
び
る
に
任

せ
れ
ば
、
草
木
の
欲
は
漏
れ
出
し
、
全
体
の
壮
健
さ
を
保
て
な
い
。
ゆ

え
に
、
枝
葉
を
適
当
に
剪
定
し
て
や
る
と
、
草
木
の
生
気
は
根
に
も
ど

り
、
幹
も
太
く
な
る
。
人
の
場
合
も
同
様
に
、
耳
目
口
舌
と
い
っ
た
躯

殻
の
欲
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
れ
ば
、生
気
の
欲
は
漏
れ
出
し
て
し
ま
う
。

こ
の
欲
が
漏
れ
出
せ
ば
、
精
神
は
消
耗
し
、
心
の
霊
妙
な
作
用
も
働
か

な
く
な
る
。
ゆ
え
に
、
外
誘
に
対
し
て
欲
の
漏
出
を
防
ぐ
な
ら
、
生
気

は
体
内
に
充
塞
し
て
心
は
霊
妙
に
作
用
し
、
身
体
も
壮
健
と
な
る
の
で

あ
る
。）

前
後
す
る
が
、
こ
れ
よ
り
前
三
ヶ
條
は
、
語
中
の
「
欲
」
を
特
出
し
て
論
じ
た

箇
所
で
あ
る
。
第
一
一
〇
條
に
、
一
斎
は
「
欲
は
人
身
の
生
気
に
し
て
、
膏
脂

精
液
の
蒸
す
所
な
り
。
此
れ
有
り
て
生
き
、
此
れ
無
く
し
て
死
す
。」と
述
べ
、

第
一
一
二
條
に
「
人
身
の
生
気
は
、
乃
ち
地
気
の
精
な
り
。
故
に
生
物
必
ず
欲

有
り
。
地
、
善
悪
を
兼
ぬ
。
故
に
欲
も
亦
善
悪
有
り
。」と
記
し
て
い
る
。（

五
）
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一
斎
に
よ
れ
ば
、
人
身
の
生
気
の
帥
た
る
「
欲
」
に
は
、
公
私
善
悪
の
別
が

あ
る
。『
言
志
録
』
第
二
〇
五
條
に
は
、
左
の
よ
う
に
述
べ
る
。

看
來
宇
宙
内
事
。
曷
嘗
有
惡
。
有
�
不
及
處
。
�
是
惡
。
看
來
宇
宙
内
事
。

曷
嘗
有
善
。
無
�
不
及
處
。
�
是
善
。

み
き
た

な
ん

看
来
る
宇
宙
内
の
事
、
曷
ぞ
嘗
て
悪
有
ら
ん
。
過
不
及
有
る
処
、
即
ち
是

れ
悪
な
り
。
看
来
る
宇
宙
内
の
事
、
曷
ぞ
嘗
て
善
有
ら
ん
。
過
不
及
無
き

処
、
即
ち
是
れ
善
な
り
。

（
善
悪
を
天
地
の
隔
た
り
ほ
ど
に
言
う
け
れ
ど
、
宇
宙
の
内
を
見
渡
し
て

見
る
と
、
一
体
全
体
悪
な
ど
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
過
不
及
の

有
る
こ
と
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
悪
な
の
で
あ
る
。
宇
宙
の
内
を
見
渡

す
に
、
一
体
全
体
善
と
い
う
も
の
が
有
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
過
不
及

の
無
い
こ
と
が
、
つ
ま
り
は
善
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。）

ま
た
『
言
志
後
録
』
第
一
九
條
に
、

心
爲
靈
。
其
條
理
動
於
�
識
。
謂
之
欲
。
欲
有
公
私
。
�
識
之
�
於
條
理
爲

公
。
條
理
之
滯
於
�
識
爲
私
。
自
辨
其
�
滯
�
。
�
便
心
之
靈
。

心
を
霊
と
為
す
。
其
の
条
理
の
情
識
に
動
く
、
之
を
欲
と
謂
ふ
。
欲
に
公

私
有
り
。
情
識
の
条
理
に
通
ず
る
を
公
と
為
し
、
条
理
の
情
識
に
滞
る
を

す
な
は

私
と
為
す
。
自
ら
其
の
通
滞
を
辨
ず
る
者
は
、
即
便
ち
心
の
霊
な
り
。

（
心
の
作
用
は
霊
妙
で
あ
る
。
心
の
条
理
が
、
感
情
や
分
別
に
よ
っ
て
あ

ら
わ
に
動
く
の
が
欲
で
あ
る
。
欲
に
は
公
私
の
別
が
有
る
。
感
情
や
分

別
が
、
条
理
に
通
じ
て
い
れ
ば
公
と
な
り
、
条
理
が
、
感
情
や
分
別
に

へ
し
曲
げ
ら
れ
滞
る
と
私
に
な
る
。
心
の
条
理
が
通
じ
て
い
る
か
滞
っ

て
い
る
か
を
、自
ら
明
辨
す
る
も
の
が
、心
の
霊
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。）

と
し
、
公
私
善
悪
の
別
が
、
過
不
及
の
有
無
と
情
識
の
合
理
性
に
由
来
し
、
根

本
的
に
対
峙
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
八
十
歳
を
過
ぎ
た
一
斎
は
、『
言
志
耋
録
』
第
三
一
七
條
で
、

養
生
出
於
私
。
則
養
飜
招
�
。
出
於
公
。
則
養
實
成
養
。
公
私
之
差
在
毫
髪
。

ひ
る
が
へ

養
生
の
私
よ
り
出
づ
れ
ば
、
則
ち
養
も
飜
っ
て
害
を
招
く
。
公
よ
り
出
づ

ま
こ
と

れ
ば
、
則
ち
養
実
に
養
を
成
す
。
公
私
の
差
は
毫
髪
に
在
り
。

（
養
生
の
工
夫
が
私
に
由
来
す
れ
ば
、養
生
が
む
し
ろ
却
っ
て
害
を
招
く
。

養
生
の
工
夫
が
公
に
由
来
す
れ
ば
、
養
生
は
質
実
な
養
生
と
な
る
。
公

と
私
の
差
は
、
毛
先
ほ
ど
の
差
で
あ
る
。）

と
い
う
語
を
残
し
て
い
る
。

次
節
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
人
身
の
生
気
た
る
欲
と
し
て
不
可
欠
な
の
は
、

食
色
す
な
わ
ち
飲
食
男
女
の
欲
で
あ
る
。
食
色
の
欲
は
、
生
命
を
維
持
し「
家
」

の
継
嗣
に
不
可
欠
の
公
欲
で
あ
る
が
、ま
た
過
不
及
放
肆
の
如
何
に
よ
っ
て
は
、

私
欲
と
し
て
悪
に
流
れ
る
こ
と
に
な
る
。

三
、
食
色
の
欲
と
摂
養

一
斎
の
養
生
説
に
お
い
て
、
躯
殻
の
欲
は
、
生
気
を
養
う
不
可
欠
要
件
と
い

う
性
格
を
有
し
て
い
る
。
公
欲
に
由
来
す
る
養
生
は
、
自
私
の
放
肆
と
は
異
質

で
あ
り
、
孝
敬
の
一
念
に
出
づ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
、
と
喝
破
し
た
佐
藤
一

斎
で
あ
る
が
、
ま
た「
死
生
殀
寿
は
天
来
に
し
て
一
定
の
数
に
非
ざ
る
は
な
し
」

と
述
べ
つ
つ
も
、
天
与
の
人
寿
を
全
う
す
る
要
訣
を
、
繰
り
返
し
説
い
て
い
る
。

よ
う
せ
い

よ
う
じ
ょ
う

以
下
は
、
そ
の
各
論
で
あ
り
、
い
わ
ば
養
生
説
の
中
の
養
生
法
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

『
言
志
晩
録
』
第
二
八
〇
條
に
「
養
生
の
工
夫
は
、
節
の
一
字
に
在
り
。」と

な
ら
び

言
い
、『
言
志
耋
録
』
第
四
三
條
に
、「
衣
食
住
は
並
に
欠
く
べ
か
ら
ず
し
て
、

う
す

人
欲
も
亦
此
に
在
り
。
又
其
の
甚
だ
し
き
者
は
食
な
り
。
故
に
飲
食
を
菲
く
す

る
を
、
尤
も
先
務
と
為
す
。」と
述
べ
る
よ
う
に
、
一
斎
の
養
生
法
の
第
一
は
、

（
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飲
食
の
欲
を
い
か
に
達
観
し
、
節
度
を
得
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

美
酒
美
食
に
つ
い
て
『
言
志
耋
録
』
第
二
七
九
條
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

美
酒
膏
梁
。
誠
不
�
口
腹
一
時
之
�
。
�
入
腸
内
。
則
以
�
化
爲
糞
�
爲
快
。

唯
懼
留
滯
成
病
。
何
其
愛
�
之
忽
變
然
邪
。
人
主
於
士
女
愛
�
。
亦
類
此
。

美
酒
膏
梁
は
、
誠
に
口
腹
一
時
の
適
に
過
ぎ
ず
。
既
に
腸
内
に
入
れ
ば
、

に
ょ
う

則
ち
速
や
か
に
化
し
て
糞
溺
と
為
る
を
以
て
快
と
為
す
。
唯
だ
懼
る
、
滞

留
し
て
病
を
成
す
を
。
何
ぞ
其
の
愛
憎
の
忽
ち
変
ず
る
こ
と
の
然
る
か
。

人
主
の
士
女
の
愛
憎
に
於
け
る
も
、
亦
此
れ
に
類
す
。

し
ら

（
芳
醇
な
酒
や
脂
の
の
っ
た
肉
、
よ
く
精
げ
た
米
飯
と
い
っ
た
美
食
は
、

実
の
と
こ
ろ
、
口
腹
の
一
時
的
な
快
楽
に
過
ぎ
な
い
。
い
っ
た
ん
腹
の

中
に
お
さ
ま
れ
ば
、
速
や
か
に
消
化
し
て
糞
尿
と
化
す
こ
と
が
快
い
こ

と
に
な
り
、
消
化
不
良
で
腹
中
に
滞
留
で
も
す
れ
ば
、
病
気
を
心
配
す

る
ば
か
り
と
な
る
。
な
ん
と
速
や
か
に
愛
・
憎
が
入
れ
替
り
、
た
ち
ま

そ
ば
め

ち
変
化
し
て
し
ま
う
こ
と
か
。
人
君
た
る
人
物
が
、
家
臣
や
側
女
を
無

闇
に
寵
愛
し
た
り
遠
ざ
け
た
り
す
る
の
も
、
同
様
の
た
ぐ
い
で
あ
る
。）

後
段
の
「
人
主
の
士
女
の
愛
憎
に
於
け
る
」
部
分
は
、
養
生
に
直
接
脈
絡
し
な

よ
う
じ
ょ
う

い
が
、
情
動
に
支
配
さ
れ
る
「
自
私
」
の
例
と
見
て
お
き
た
い
。
一
斎
の
養
生

＝

摂
生
の
視
点
は
、
飲
食
男
女
の
私
欲
が
主
と
な
る
。『
言
志
録
』
第
一
六
五

條
に
、

民
非
水
火
不
生
活
。
而
水
火
又
能
焚
�
物
。
飮
食
男
女
。
人
之
所
以
生
息
。

而
飮
食
男
女
。
又
能
�
害
人
。

民
は
水
火
に
非
ざ
れ
ば
生
活
せ
ず
、
と
。
而
れ
ど
も
水
火
又
能
く
物
を
焚

溺
す
。
飲
食
男
女
は
、
人
の
生
息
す
る
所
以
な
り
。
而
れ
ど
も
飲
食
男
女

し
ゃ
う

又
能
く
人
を
�
害
す
。

（『
孟
子
』
の
尽
心
上
篇
に
「
民
は
水
と
火
が
無
け
れ
ば
活
き
て
行
け
な

い
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
水
や
火
は
物
を
燃
や
し
人
を
溺
ら
せ
、
水
害

火
災
を
も
た
ら
す
。
飲
食
の
欲
や
男
女
の
関
わ
り
は
、
人
間
が
こ
の
世

に
生
息
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
、
飲
食
男
女
の
欲
も
、
水
・

火
と
同
様
に
人
を
傷
つ
け
害
う
も
の
で
あ
る
。）

と
あ
っ
て
要
約
で
あ
る
。
語
中
の
五
気
の
水
火
に
つ
い
て
特
出
し
た
語
が
、『
言

志
後
録
』
第
一
三
三
條
に
見
え
る
。

人
物
凝
聚
水
火
。
成
此
體
�
。
故
非
水
火
不
生
活
。
所
好
亦
在
水
火
。
但
宜

令
�
中
不
偏
�
。
水
�
則
火
滅
。
火
�
則
水
涸
。
體
�
亦
不
能
保
。

人
物
は
水
火
を
凝
聚
し
、
此
の
体
躯
を
成
す
。
故
に
水
火
に
非
ざ
れ
ば
生

活
せ
ず
。
好
む
所
も
亦
水
火
に
在
り
。
但
、
宜
し
く
適
中
し
て
偏
勝
せ
ざ

ら
し
む
べ
し
。
水
勝
て
ば
火
滅
し
、
火
勝
て
ば
水
涸
れ
、
体
躯
も
亦
保
つ

能
は
ず
。

（
人
物
〔
人
と
人
以
外
の
生
き
と
し
生
け
る
物
〕
は
水
・
火
の
気
が
凝
集
し
て
、

か
く
の
ご
と
き
体
躯
を
形
成
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
人
物
は
水
・
火
無

し
に
活
き
て
は
行
け
な
い
。
人
物
の
好
む
所
も
水
・
火
に
在
る
。
た
だ
、

宜
し
く
的
を
得
て
、
一
方
に
偏
し
た
り
、
一
方
が
勝
っ
た
り
せ
ぬ
よ
う

に
し
な
け
ば
な
ら
な
い
。
水
が
勝
れ
ば
火
が
滅
び
、
火
が
勝
れ
ば
水
が

涸
れ
、
身
体
を
保
つ
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
。）

一
斎
は
、
酒
と
煙
草
を
嗜
ん
だ
。
右
の
よ
う
に
水
・
火
の
中
節
を
述
べ
た
後
、

第
一
三
四
條
で
は
、
自
戒
を
込
め
て
、
自
ら
の
嗜
好
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

酒
。
是
水
火
之
合
。
水
其
形
而
火
其
氣
也
。
故
體
�
喜
之
。
烟
茶
起
於
�
代
。

然
人
亦
多
好
之
。
以
茶
能
發
水
之
味
。
烟
能
和
火
之
味
也
。
然
不
可
多
服
。

多
服
則
	
人
。
況
於
酒
	
尤
甚
。
余
嗜
烟
茶
。
故
書
以
自
戒
。

酒
は
、
是
れ
水
火
の
合
。
其
の
形
を
水
に
し
て
其
の
気
を
火
に
せ
る
な
り
。

た
ば
こ

は
な
は

故
に
体
躯
之
れ
を
喜
ぶ
。
烟
茶
は
近
代
に
起
れ
り
。
然
る
に
人
亦
だ
多
く

（
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之
を
好
む
。
茶
は
能
く
水
の
味
を
発
し
、
烟
は
能
く
火
の
味
を
和
す
る
を

以
て
な
り
。
然
れ
ど
も
多
く
服
す
可
か
ら
ず
。
多
く
服
す
れ
ば
則
ち
人
を

害
す
。
況
や
酒
に
於
て
、
害
尤
も
甚
し
き
を
や
。
余
は
烟
茶
を
嗜
め
り
。

故
に
書
し
て
以
て
自
ら
戒
む
。

（
酒
は
水
・
火
の
気
が
合
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
形
は
水
だ
が
、
気
質
は

火
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
身
体
は
水
・
火
を
あ
わ
せ
も
つ
酒
を
喜
ぶ
の
で

あ
る
。
喫
煙
・
喫
茶
の
習
慣
は
、
比
較
的
新
し
い
も
の
だ
が
、
多
く
の

人
は
こ
れ
を
嗜
好
し
て
い
る
。
茶
は
水
の
味
わ
い
を
一
層
引
き
立
て
、

烟
は
火
の
風
味
を
な
ご
ま
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
度
重

ね
て
は
な
ら
な
い
。多
服
す
れ
ば
人
を
害
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

ま
し
て
、
酒
の
害
が
も
っ
と
も
甚
だ
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ

と
で
あ
る
。
私
は
、〔
酒
だ
け
で
な
く
〕
烟
・
茶
を
も
嗜
む
。
そ
こ
で
、
書

き
記
し
自
ら
戒
め
る
の
で
あ
る
。）

水
・
火
の
気
は
、
生
気
に
も
っ
と
も
活
力
を
与
え
る
。
な
か
で
も
、「
水
火

の
合
」
で
あ
る
酒
に
つ
い
て
、
一
斎
は
多
弁
で
あ
る
。『
言
志
録
』
第
五
四
・

五
五
・
五
六
條
に
は
、
立
て
続
け
に
酒
の
功
罪
を
説
い
て
い
る
。

酒
。
穀
氣
之
�
也
。
微
飮
可
以
養
生
矣
。
�
飮
至
於
狂
�
。
是
因
藥
發
病
也
。

如
人
�
附
子
巴
豆
大
黄
之
類
。
多
服
之
。
必
致
瞑
眩
。
飮
酒
發
狂
亦
�
此
。

（
第
五
四
條
）

す
こ

酒
は
、
穀
気
の
精
な
り
。
微
し
く
飲
め
ば
以
て
生
を
養
ふ
可
し
。
過
飲
し

き
や
う
く

に
ん
じ
ん

ふ

て
狂
�
に
至
る
は
、
是
れ
薬
に
因
り
て
病
を
発
す
る
な
り
。
人
�
・
附

し

は

づ

だ
い
わ
う

子
・
巴
豆
・
大
黄
の
類
の
如
き
も
、
多
く
之
を
服
す
れ
ば
、
必
ず
瞑
眩
を

致
す
。
酒
を
飲
ん
で
発
狂
す
る
も
亦
猶
ほ
此
く
の
ご
と
し
。

（
酒
は
、
五
穀
の
精
気
が
凝
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
少
量
飲
め
ば
、
生
気

を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。
飲
み
過
ぎ
て
正
気
を
失
う
ほ
ど
で
あ
れ
ば
、

薬
に
よ
っ
て
病
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
人
�
・
附
子
・
巴
豆
・
大
黄
と

い
っ
た
生
薬
も
、
服
す
こ
と
過
多
で
あ
れ
ば
、
必
ず
め
ま
い
を
起
す
も

の
で
あ
る
。
酒
を
飲
ん
で
正
気
を
失
う
の
も
同
様
の
こ
と
で
あ
る
。）

酒
之
用
有
二
。
鬼
�
有
氣
無
形
。
故
以
氣
之
�
�
聚
之
。
老
人
氣
衰
。
故
亦

以
氣
之
�
�
養
之
。
若
少
壯
氣
盛
之
人
。
�
足
以
致
病
已
。（
第
五
五
條
）

酒
の
用
に
二
あ
り
。
鬼
神
は
気
有
り
て
形
無
し
。
故
に
気
の
精
な
る
者
を

以
て
之
を
聚
む
。
老
人
は
気
衰
ふ
。
故
に
亦
気
の
精
な
る
者
を
以
て
之
を

ま
さ

養
ふ
。
少
壮
気
盛
の
人
の
若
き
は
、
�
に
以
て
病
を
致
す
に
足
る
の
み
。

（
酒
の
作
用
に
は
二
通
り
あ
る
。
我
が
元
気
の
根
源
で
、
陰
陽
二
気
の
良

能
で
あ
る
鬼
神
は
、
無
形
の
気
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
気
の
純

精
な
る
も
の
を
聚
め
、
心
身
を
形
づ
く
る
。
老
人
に
な
る
と
、
生
気
は

衰
え
を
見
せ
る
。
そ
こ
で
、
穀
気
の
精
で
あ
る
酒
を
も
っ
て
気
を
養
う

の
で
あ
る
。
少
壮
で
生
気
盛
ん
な
人
の
場
合
に
は
、
酒
は
血
気
過
剰
を

き
た
し
、
病
を
引
き
起
こ
す
の
に
十
分
で
あ
る
。）

�
之
反
爲
惰
。
儉
之
反
爲
奢
。
余
思
酒
能
使
人
生
惰
。
又
使
人
長
奢
。
�
儉

可
以
興
家
。
則
惰
奢
足
以
亡
家
。
蓋
酒
爲
之
媒
也
。（
第
五
六
條
）

勤
の
反
を
惰
と
為
し
、
倹
の
反
を
奢
と
為
す
。
余
思
ふ
に
、
酒
能
く
人
を

し
て
惰
を
生
ぜ
し
め
、
又
人
を
し
て
奢
を
長
ぜ
し
む
。
勤
倹
以
て
家
を
興

す
可
し
。
則
ち
惰
奢
以
て
家
を
亡
す
に
足
る
。
蓋
し
酒
之
れ
が
媒
を
為
す

な
り
。

（
勤
勉
の
反
対
が
怠
惰
で
あ
る
。
倹
約
の
反
対
が
奢
侈
で
あ
る
。
私
が
思

う
に
、
酒
は
人
の
怠
惰
を
惹
き
起
し
、
ま
た
人
の
奢
侈
を
助
長
す
る
の

に
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
勤
勉
と
倹
約
に
よ
っ
て
、
家
を
興
す
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
怠
惰
と
奢
侈
の
場
合
は
、
家
の
滅
亡
を

招
く
の
に
十
分
な
も
の
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
酒
が
媒
介
を
な
す
か
ら

（
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で
あ
る
。）

注
３

あ
る
い
は
、
一
斎
自
身
の
若
き
日
の
蹉
跌
が
潜
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、「
言

志
四
録
」の
酒
に
対
す
る
視
点
は
、
少
壮
に
厳
し
く
、
老
人
に
は
寛
容
で
あ
る
。

第
五
五
條
に
関
連
し
て
、『
言
志
�
録
』
第
三
一
一
條
に
は
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。

養
老
用
酒
。
以
醴
酒
若
濁
醪
爲
佳
。
醇
酒
�
烈
。
非
老
�
之
宜
。

れ
い
し
ゅ
も

だ
く
ら
う

養
老
に
酒
を
用
ふ
る
に
は
、
醴
酒
若
し
く
は
濁
醪
を
以
て
佳
と
為
す
。
醇

酒
は
過
烈
に
し
て
、
老
躯
の
宜
し
き
に
非
ず
。

（
養
老
に
酒
を
用
い
る
場
合
、
一
夜
酒
や
濁
り
酒
の
よ
う
に
薄
め
の
も
の

が
よ
い
。清
酒
は
い
さ
さ
か
強
す
ぎ
て
、老
い
の
身
に
は
宜
し
く
な
い
。）

ま
た
、『
言
志
晩
録
』
第
一
四
七
條
に
は
、

人
主
好
飮
太
有
�
。
除
式
禮
外
。
宜
自
禁
止
。
百
弊
自
此
興
。

は
な
は

人
主
、
飲
を
好
む
は
、
太
だ
害
有
り
。
式
礼
を
除
く
外
、
宜
し
く
自
ら
禁

止
す
べ
し
。
百
弊
此
れ
よ
り
興
る
。

（
藩
主
・
人
君
た
る
者
が
、
普
段
か
ら
飲
酒
を
好
む
の
は
、
甚
だ
有
害
で

あ
る
。
儀
式
や
行
事
以
外
に
は
、
自
ら
飲
酒
を
禁
じ
る
の
が
宜
し
い
。

藩
や
お
家
の
多
く
の
弊
害
は
、
主
君
の
酒
癖
か
ら
起
る
も
の
で
あ
る
。）

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）、
師
傅
を
勤
め
た
世
子
の
松
平
乗
美
が
、
二
十
歳
の
若

さ
で
家
督
を
相
続
し
、
岩
村
藩
第
五
代
藩
主
に
就
任
し
た
。
こ
の
時
、
一
斎
は

老
臣
と
し
て
藩
政
に
参
与
し
て
、
有
名
な
「
重
職
心
得
箇
条
」
を
著
し
、
新
藩

主
に
は
「
御
心
得
向
存
意
書
」
を
呈
し
て
い
る
。「
御
心
得
向
存
意
書
」
の
主

旨
は
、
江
戸
城
内
で
は
言
動
を
慎
重
に
し
、
叔
父
の
林
述
斎
（
三
代
藩
主
乗
薀

の
第
三
子
松
平
乗
衡
）
に
何
事
も
相
談
す
る
こ
と
な
ど
子
細
に
わ
た
り
、
お
家

の
安
泰
と
、
先
々
代
の
乗
賢
が
老
中
職
に
就
い
た
よ
う
に
、
幕
閣
と
し
て
有
為

の
人
材
と
な
る
よ
う
勉
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
父
祖
へ
の
孝
道
で
あ
る
と
説
い
て

い
る
が
、
そ
の
中
に
、
左
の
「
酒
の
慎
み
」
も
入
っ
て
い
る
。

次
に
、「
人
の
生
息
す
る
所
以
」（『
言
志
録
』
第
一
六
五
條
）
で
あ
り
「
人
の

大
欲
は
、
飲
食
男
女
に
如
く
は
莫
し
」（『
言
志
晩
録
』
第
一
七
八
條
）
と
さ
れ

る
色
欲
の
問
題
で
あ
る
が
、
飲
食
に
比
較
し
て
、
言
及
す
る
條
数
は
限
ら
れ
、

専
ら
「
摂
養
」
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
の
が
、
特
徴
で
あ
る
。

色
情
に
関
す
る
老
の
「
摂
養
」
に
つ
い
て
、『
言
志
後
録
』
一
四
九
條
は
、

人
至
五
十
已
後
。
有
春
心
再
動
時
候
。
是
衰
徴
也
。
將
滅
之
燈
。
必
乍
發
�
。

與
此
一
般
。
…
…
。

人
は
五
十
已
後
に
至
り
て
、
春
心
再
び
動
く
時
候
有
り
。
是
れ
衰
徴
な
り
。

た
ち
ま

将
に
滅
せ
ん
と
す
る
の
灯
、
必
ず
乍
ち
焔
を
発
す
。
此
れ
と
一
般
な
り
。

…
…
。

（
人
に
は
五
十
歳
以
後
に
な
っ
て
、
懐
春
の
情
が
再
び
起
る
よ
う
な
こ
と

し
る
し

も
あ
る
。
こ
れ
は
、
回
春
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
衰
え
の
徴
に
他
な
ら
な

い
。
い
ま
ま
さ
に
消
え
よ
う
と
す
る
灯
は
、
必
ず
に
わ
か
に
輝
き
を
発

し
て
燃
え
尽
き
る
も
の
で
あ
る
。
五
十
以
後
の
に
わ
か
な
春
情
は
、
こ

れ
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。）

と
手
厳
し
い
。
さ
ら
に
『
言
志
晩
録
』
第
二
七
六
條
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

貴
介
人
。
多
畜
婢
妾
。
踰
耆
年
得
兒
�
。
往
往
有
之
。
非
攝
養
之
宜
。
老
而

不
知
養
。
比
之
不
慈
不
孝
。

き

こ

貴
介
の
人
、
多
く
婢
妾
を
畜
へ
、
耆
年
を
踰
え
て
よ
り
児
を
得
る
者
、
往

往
に
し
て
之
れ
有
り
。
摂
養
の
宜
し
き
に
非
ず
。
老
い
て
養
を
知
ら
ざ
る

は
、
之
れ
を
不
慈
不
孝
に
比
す
。

（
高
貴
の
人
に
は
、
多
く
の
下
女
や
側
女
を
お
き
、
六
十
歳
を
越
え
て
か

ら
、
子
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
摂
生
養
生

（
九
）
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の
宜
し
き
を
得
た
こ
と
で
は
な
い
。
老
い
て
養
生
の
道
を
理
解
し
な
い

の
は
、
不
慈
不
孝
に
も
匹
敵
す
る
。）

こ
れ
は
、
前
掲
『
言
志
晩
録
』
第
一
四
七
條
の
「
人
主
の
禁
酒
」
と
同
じ
モ
チ
ー

フ
と
言
え
る
。
老
境
に
子
を
持
つ
こ
と
は
、
お
家
騒
動
や
相
続
の
争
い
の
火
種

と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
生
よ
り
死
に
至
る
人
生
の
階
梯
に
お
い
て
、
時
宜
に

か
な
う
摂
生
が
、
自
私
へ
の
陥
溺
を
回
避
さ
せ
る
の
で
あ
る
。『
言
志
録
』
第

一
六
四
條
に
は
、
若
者
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
自
覚
的
摂
生
を
説
い
て
い
る
。

少
壯
人
。
�
固
閉
而
不
少
漏
。
亦
不
可
也
。
�
滯
而
不
暢
。
�
度
則
又
自
�

焉
。
故
得
�
之
爲
難
。
飮
食
之
�
度
。
人
亦
或
規
之
。
淫
欲
之
�
度
。
人
所

不
伺
。
且
�
言
。
非
自
規
而
誰
規
。

少
壮
の
人
、
精
固
く
閉
ざ
し
て
少
し
も
漏
ら
さ
ざ
る
は
、
亦
不
可
な
り
。

そ
こ
な

神
滞
り
て
暢
び
ず
。
度
を
過
れ
ば
則
ち
又
自
ら
�
ふ
。
故
に
節
を
得
る
の

難
し
と
為
す
。
飲
食
の
度
を
過
ぐ
る
は
、
人
も
亦
或
は
之
を
規
せ
ど
も
、

淫
欲
の
度
を
過
ぐ
る
は
、
人
の
伺
は
ざ
る
所
に
し
て
、
且
つ
言
ひ
難
し
。

自
ら
規
す
に
非
ず
し
て
誰
か
規
せ
ん
。

（
若
い
世
代
に
と
っ
て
は
、
全
く
性
欲
を
封
じ
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。

過
剰
な
禁
欲
は
、
気
を
停
滞
さ
せ
精
神
を
の
び
や
か
に
働
か
せ
な
い
。

し
か
し
、
情
欲
が
過
度
に
わ
た
れ
ば
、
そ
れ
以
上
に
自
身
を
害
う
こ
と

に
な
る
。
ゆ
え
に
欲
の
節
度
を
心
得
る
の
は
難
し
い
。
飲
食
が
度
を
越

せ
ば
、
他
人
の
知
る
所
と
な
り
、
規
制
も
有
る
が
、
け
じ
め
無
い
情
欲

が
度
を
越
し
て
も
、
他
人
の
う
か
が
い
知
る
所
で
な
く
、
か
つ
言
葉
で

は
指
摘
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
自
身
で
規
制
し
な
け
れ
ば
、
誰
が
規

制
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。）

躯
殻
の
欲
、
な
か
ん
ず
く
食
色
の
欲
は
、
人
と
し
て
生
き
、
天
与
の
定
数
を

全
う
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
欲
は
養
生
の
活
力
で
も
あ
る
。
要
は
、
自
覚

あ
た

た
ん
ぱ
く

的
に
、
節
に
中
る
ほ
ど
ほ
ど
の
欲
を
、
澹
泊
に
持
す
る
所
に
あ
る
と
言
え
る
。

結
語
に
か
え
て

佐
藤
一
斎
の
養
生
説
は
、
例
え
ば
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
〜
一
七
一
四
）
の

よ
う
じ
ょ
う
く
ん

『
養
生
訓
』
の
よ
う
な
、
本
草
学
を
駆
使
し
た
啓
蒙
書
の
そ
れ
と
は
、
大
い
に

異
な
っ
て
い
る
。『
言
志
録
』
の
上
梓
が
、
跋
文
に
よ
っ
て
、
福
知
山
城
主
朽

木
綱
條
の
校
訂
に
か
か
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
、
林
家
塾

頭
た
る
一
斎
の
講
筵
に
列
し
た
君
侯
士
大
夫
を
読
者
と
す
る
、
哲
学
的
随
想
録

の
性
格
を
有
し
て
い
る
。
一
斎
の
生
前
、
既
刊
の
前
書
に
継
続
し
て
刊
行
さ
れ

た
三
録
も
ま
た
、
巷
間
の
志
学
の
徒
に
そ
の
受
容
を
拡
大
し
な
が
ら
も
、
基
本

的
に
は
、
士
大
夫
層
の
「
人
の
人
た
る
所
以
」
の
探
究
を
、
一
貫
し
た
テ
ー
マ

と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
う
し
た
「
言
志
四
録
」
に
お
け
る
養
生
は
、
士
君

子
た
る
者
の
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
の
意
義
を
問
う
、
と
い
っ
た
意
味
を
有
し

て
い
る
。

一
斎
の
定
数
論
に
つ
い
て
は
、
既
に
前
段
で
見
た
所
で
あ
る
。「
死
を
畏
る

る
は
、
生
後
の
情
」（『
言
志
録
』
第
一
三
八
條
）
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
天
与

の
死
生
夭
寿
は
、
人
知
人
力
の
与
る
所
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
た
だ
養

生
し
て
以
て
享
く
る
所
の
数
を
全
ふ
す
」（
前
掲
『
言
志
耋
録
』
第
三
三
五
條
）

る
こ
と
が
、
重
要
に
な
る
の
で
あ
る
。

『
言
志
耋
録
』
第
二
八
八
、
二
八
九
條
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

人
命
有
數
。
不
能
短
長
之
。
然
我
意
欲
養
生
�
。
乃
天
誘
之
也
。
必
得
脩
齡

�
。
亦
天
錫
之
也
。
…
…
。（
第
二
八
八
條
）

人
命
に
数
有
り
。
之
れ
を
短
長
す
る
能
は
ず
。
然
れ
ど
も
我
が
意
と
し
て

い
ざ
な

生
を
養
は
ん
と
欲
す
る
は
、
乃
ち
天
之
れ
を
誘
ふ
な
り
。
必
ず
脩
齢
を
得

た
ま

る
も
、
亦
天
之
れ
を
錫
ふ
な
り
。
…
…
。

（
一
〇
）
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（
人
の
寿
命
に
は
定
数
が
有
る
。
そ
の
長
短
を
ど
う
に
か
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
人
が
自
分
の
意
志
と
し
て
養
生
せ
ん
と
す
る
の
は
、

天
が
こ
れ
を
促
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
養
生
に
努
め
て
必
ず
天
与
の

よ
わ
い

齢
を
修
め
得
る
の
は
、
天
が
そ
の
寿
命
を
賜
う
の
で
あ
る
。）

人
�
莫
不
好
安
而
惡
危
。
宜
守
素
分
。
莫
不
好
壽
而
惡
夭
。
宜
愼
食
色
。
人

皆
知
而
不
知
。（
第
二
八
九
條
）に

く

人
情
は
、
安
を
好
み
て
危
を
悪
ま
ざ
る
莫
し
。
宜
し
く
素
分
を
守
る
べ
し
。

寿
を
好
み
て
夭
を
悪
ま
ざ
る
莫
し
。
宜
し
く
食
色
を
慎
む
べ
し
。
人
皆
知

し
か

り
て
而
も
知
ら
ず
。

（
人
情
の
自
然
と
し
て
、
安
穏
を
好
み
危
険
を
悪
ま
な
い
も
の
は
な
い
。

だ
か
ら
、
よ
く
よ
く
自
分
の
も
と
も
と
の
天
分
を
守
る
必
要
が
あ
る
。

人
情
の
自
然
と
し
て
、長
寿
を
好
み
早
死
に
を
悪
ま
な
い
も
の
は
な
い
。

だ
か
ら
、
よ
く
よ
く
食
色
を
慎
重
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
分
を
守
り
、

食
色
を
慎
む
こ
と
は
、
人
は
誰
も
知
っ
て
い
る
が
、
そ
の
真
意
〔
定
数

と
い
う
こ
と
〕
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
な
い
。）

養
生
は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
自
然
の
情
に
根
ざ
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
が
宇
宙
生
成
の
一
コ
マ
と
し
て
の
人
間
存
在
の
現
実
を
無
視
し
て
、
い
た

ず
ら
に
、
御
身
大
事
の
不
老
長
生
の
「
自
私
」
を
求
め
る
こ
と
に
過
ぎ
な
け
れ

ば
、
人
道
を
踏
み
外
し
た
、
た
だ
の
「
私
欲
の
蔽
」
に
他
な
ら
な
い
。
終
り
に
、

一
斎
が
養
生
の
何
た
る
か
を
達
観
し
た
一
條
を
揚
げ
る
。

養
生
之
�
。
只
從
自
然
爲
得
。
有
意
於
養
生
。
則
不
得
養
生
。
譬
之
蘭
花
之

香
。
嗅
則
不
來
。
不
嗅
則
來
。（『
言
志
後
録
』
第
四
三
條
）

た
だ

養
生
の
道
、
只
、
自
然
に
従
ふ
を
得
た
り
と
為
す
。
養
生
に
意
有
れ
ば
則

ち
養
生
を
得
ず
。
之
を
蘭
花
の
香
に
譬
ふ
。
嗅
げ
ば
則
ち
来
た
ら
ず
。
嗅

が
ざ
れ
ば
則
ち
来
る
。

（
養
生
の
手
立
て
は
、
ひ
た
す
ら
自
然
で
あ
る
こ
と
が
的
を
得
て
い
る
。

養
生
に
意
図
的
で
あ
れ
ば
、
養
生
に
な
ら
な
い
。
蘭
の
花
の
香
り
が
譬

え
と
な
る
。
意
図
的
に
嗅
い
で
も
匂
わ
な
い
も
の
だ
が
、
嗅
が
ず
に
い

る
と
自
然
に
香
っ
て
く
る
。）

注

注
１

本
文
と
の
重
複
を
い
と
わ
ず
、
以
下
に
「
言
志
四
録
」
の
成
立
年
代
に

つ
い
て
記
す
。

『
言
志
録
』（
凡
そ
二
四
六
条
、
文
化
十
年
〔
一
八
一
三
〕
〜
文
政
六
年
〔
一

八
二
三
〕、
林
家
塾
長
時
代
の
著
述
）『
言
志
後
録
』（
凡
そ
二
二
五
条
附

「
入
学
説
」、
文
政
十
一
年
〔
一
八
二
八
〕
〜
天
保
八
年
〔
一
八
三
七
〕、
林

家
塾
長
時
代
の
著
述
）『
言
志
晩
録
』（
凡
そ
二
九
二
条
附
「
別
存
」
四

四
条
、
天
保
九
年
〔
一
八
三
八
〕
〜
嘉
永
二
年
〔
一
八
四
九
〕、
同
前
な
ら

び
に
、
天
保
十
二
年
の
林
述
斎
の
死
に
よ
り
、
そ
の
後
任
に
抜
擢
さ
れ

て
つ

た
幕
府
儒
官
・
昌
平
坂
学
問
所
教
授
時
代
の
著
述
）『
言
志
耋
録
』（
凡

そ
三
四
〇
条
、
嘉
永
四
年
〔
一
八
五
一
〕
〜
嘉
永
六
年
〔
一
八
五
三
〕、
幕

府
儒
官
・
昌
平
坂
学
問
所
教
授
時
代
の
著
述
）
を
一
括
し
て
「
言
志
四

録
」
と
言
う
。
岩
波
文
庫
『
言
志
四
録
』
解
題
参
看
。

注
２

「
暗
夜
の
一
灯
―
佐
藤
一
斎
の
「
持
敬
」
と
透
徹
の
哲
学
―
」『
岐
阜
女

子
大
学
紀
要
』
第
三
一
号
（
一
〜
一
一
頁
）
二
〇
〇
二．

三

な
お
、
本
稿
の
内
容
に
深
く
関
連
す
る
佐
藤
一
斎
の
死
生
観
に
つ
い
て

は
、「
死
生
の
外
に
在
る
も
の
―
佐
藤
一
斎
の
「
実
学
」
概
念
と
「
三

学
戒
」
の
主
題
―
」『
東
洋
文
化
』
復
刊
八
六
号
（
七
五
〜
八
九
頁
）
二

〇
〇
一．

五
）
に
詳
述
し
た
。
二
篇
は
若
干
補
訂
し
、
拙
著
『
近
世
の

残
照
―
美
濃
岩
村
藩
校
知
新
館
で
の
思
惟
―
』（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇

（
一
一
）
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二．

八
）
に
収
録
。

注
３

高
瀬
代
次
郎
『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』（
大
正
十
一
年
、
南
陽
堂
刊
）
二

七
頁
に
、
一
斎
の
撰
に
な
る
杉
本
樗
園
の
墓
誌
を
引
い
て
、
と
も
に
柔

て
ん
ぼ
く

術
の
鍛
錬
に
励
み
「
時
に
或
は
醉
後
に
夜
行
し
、
途
次
往
々
人
を
�
�

し
以
て
快
と
爲
す
。
余
亦
頗
る
氣
を
負
ひ
、
相
頡
頏
す
。
既
に
し
て
余

年
十
九
、
一
旦
悔
悟
す
る
所
あ
り
。」と
あ
り
、
以
下
に
、
共
に
一
心
発

起
し
て
学
に
志
し
た
こ
と
を
言
う
。

＊
「
言
志
四
録
」
の
本
文
テ
キ
ス
ト
は
、
岩
波
文
庫
『
言
志
四
録
』（
昭

和
十
年
初
版
）
に
よ
る
。

（
一
二
）

佐藤一斎「言志四録」の養生説 （近藤正則）

― ―９５


